















Aiming at synergistic effect of teaching and training
We conducted questionnaire about lecture “Childcare content exercises” and “Childcare 
expression technologies” which the author is in charge after the kindergarten teaching practice, in 
order to investigate whether the students are tied to the practical ability of practical training. As a 
result, I could read the current situation that I can not say that they are necessarily acquired.
From this, in those lessons, we should consider concrete measures to acquire practical skills 
against the childcare site.
Also, differences were found between students and authors, for the content of classes 
required for actual training support.
The necessity of consider the cause of deviation and to realize a lesson that students can 

















































































































































































	 	 ・1＝57名（68％）	 ・2＝17名（20％）	 ・3＝1名（1．2％）
	 	 ・4＝2名（2．4％）	 ・無記入＝7名（8．4％）
	 理由（複数回答可）	 	 	 	 	 H27	 	 	 H28
	 ア、実習に直接関連している内容だから。	 	 （17名）	 	 （11名）
	 イ、将来的に保育現場で役立つ内容と思えるから。	（20名）	 	 （37名）
	 ウ、実習に直接関連していない内容だから。	 （1名）	 	 （1名）
	 エ、その他の理由	 	 	 	 （2名）	 	 （2名）
	 H27，28年度合計（91名中─複数回答含む）
	 	 ・ア＝28名（30％）	 ・イ＝57名（63％）	 ・ウ＝2名（2％）






	 	 ・1＝64名（76．2％）	 ・2＝17名（20．2％）	 ・3＝0名（0％）
	 	 ・4＝1名（1．2％）	 ・無記入＝2名（2．4％）
	 理由（複数回答可）	 	 	 	 	 H27	 	 	 H28
	 ア、実習に直接関連している内容だから。	 	 （30名）	 	 （26名）
	 イ、将来的に保育現場で役立つ内容と思えるから。	（6名）	 	 （21名）
	 ウ、実習に直接関連していない内容だから。	 （1名）	 	 （2名）
	 エ、その他の理由	 	 	 	 （2名）	 	 （1名）
	 H27，28年度合計（89名中─複数回答含む）










	 	 ・1＝67名（80％）	 ・2＝14名（17％）	 ・3＝2名（2％）
	 	 ・4＝0名（0％）	 ・無記入＝1名（1％）
	 理由（複数回答可）	 	 	 	 	 H27	 	 	 H28
	 ア、実習に直接関連している内容だから。	 	 （32名）	 	 （29名）
	 イ、将来的に保育現場で役立つ内容と思えるから。	（5名）	 	 （17名）
	 ウ、実習に直接関連していない内容だから。	 （1名）	 	 （3名）
	 エ、その他の理由	 	 	 	 （2名）	 	 （0名）
	 H27，28年度合計（89名中─複数回答含む）
	 	 ・ア＝61名（69％）	 ・イ＝22名（24％）	 ・ウ＝4名（4．5％）





	 	 ・1＝46名（55％）	 ・2＝28名（33．1％）	 ・3＝6名（7．1％）
	 	 ・4＝1名（1．2％）	 ・無記入＝3名（3．6％）
	 理由（複数回答可）	 	 	 	 	 H27	 	 	 H28
	 ア、実習に直接関連している内容だから。	 	 （19名）	 	 （19名）
	 イ、将来的に保育現場で役立つ内容と思えるから。	（16名）	 	 （15名）
	 ウ、実習に直接関連していない内容だから。	 （1名）	 	 （2名）
	 エ、その他の理由	 	 	 	 （2名）	 	 （3名）
	 　・無記入（7名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
	 H27，28年度合計（84名中）
	 	 ・ア＝38名（45％）	 ・イ＝31名（37％）	 ・ウ＝3名（3．6％）





















































































	 	 ・1＝24名（29％）	 ・2＝40名（48％）	 ・3＝15名（18％）






	 	 	 	 		・プレゼント・部分実習の工作物・工作、




	 	 	 	 		・幼児に適した説明の仕方や演じ方の練習など。
	 B，教材作製に関するもの）・早めの教材準備・材料を多めに準備する




























































①創作技能（ア、描画力・イ、工作力・ウ、装飾力）	 	 	 （32．8％）
②創作知識（エ、道具や素材の知識と使いこなし・オ、創作アイディア力）	（32．8％）
③実践的保育能力（カ、活動計画力・キ、創作に関する発達理解）		 （32．1％）
　3つの分類項目には大きな偏りがなく共に3割程度の結果となった。このことから実習を通
し、それぞれの項目に関して欠けることなく必要であることを理解していることが分かった。
　①創作技能に関する考察
　「工作力」を身に付けたい要望が描画力や装飾力などよりも高ポイントとなった。その理由
の1つとして、工作には制作手順があり、システマチックに指導案を立て易く、部分実習など
で取り上げ易いことが挙げられる（7）。
　②創作知識に関する考察
　「創作アイディア力」が特に高ポイントとなった。手間暇のかかる創作活動で、ワンパター
ンに陥らないように発想を常に変えていくことは頭の痛い課題である。創作は幼児の成長を促
す重要な活動であることから保育現場では、保育目標と連動して素早く質の高い創作アイディ
アを閃かせることが求められていると考えられる。この内容に関しては例年、著者が一部担当
アンケート質問3のグラフ
■描画力
■工作力
■装飾力
■道具や素材の
　知識と使いこなし
■創作アイディア力
■造形活動の保育計画力
■幼児の造形活動に
　関する発達理解
■特に無い
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授業と実習の相乗効果を目指して
している教員免許状更新講習造形領域講座（8）においても現職教員から希望が多い項目となっ
ている。大変忙しい保育現場や実習においては保育雑誌を利用し、時間を掛けず見栄えの良い
確実に出来上がる教材（月々の壁面構成デザイン画や工作あそびの作り方など）を活用する風
潮も見られる。現場教諭自身が保育環境を創作する為、例えば壁面ディスプレイ・行事飾りな
どで利用するのであれば利用価値はあるであろうが、幼児の創作活動にこれをあてがうような
姿勢が見られるのであれば、「幼稚園教育要領」に示されている表現教育本来の目的と、方向
性が乖離して行く懸念がある。安易な実用主義に陥ることの無いよう、表現におけるねらいを
明示し、幼児の成長にとって個々の創作過程、その試行錯誤や、物とふれあう感性のきらめき、
生きる力の必要性において自ら獲得して行く表現技術、成し遂げたときの感動と充実感、それ
らの経験が大切であることを認識出来るよう指導して行きたい。
　③実践的保育能力に関する考察
　「活動計画力」・「創作に関する発達理解」、共に高いポイントであった。実習を通して、計画
の重要性や、幼児の発達理解が不可欠であることが理解出来ているとを示している。又、ポイ
ントが高い要因として、幼児の創作発達過程について学べていないことの不安や不満の表れと
も見て取れる。「表現と創造Ⅱ」・「造形Ⅱ」は実践・実技系の授業であることから、断片的に
学べる内容はあっても、系統的な知識としては身についていない。これは学科協働課題として
抜け落ちの無いカリキュラム構成を組んで対応していくのも問題解決の方法となろう。
Ⅳ、終わりに
　授業が実習現場で生かされ有効な成果を上げる為には実習と授業内容とが効果的に関連付け
られることが重要な要素であると推察される。これを実現するためには実習現場と授業担当者
間の協業体制も大いに有効であると考えられる。実際の幼児の行動は、学校の授業で学ぶ抽象
的な知識だけでは気付きにくいことも多く又、基礎技能だけで対応出来るものでもない。幼児
の総合的・流動的・直観的な活動を理解する為には、授業の学びと関連付けられた実習経験が
必要である。従って実習現場と授業とが情報を共有し、一連の歯車として有機的に構造化して
ゆく必要があると考える。具体的には、養成校側から実習園へ実習生情報（個々の学生の能力
−社会性・学力・実践力など）の提供を行い、本人の能力別に合わせた実習プログラムを組み、
目標到達点、課題点を確認し合い実践可能な指導内容とする取り組みが必要である。実習で充
実した成果を上げることが出来れば、ここで培った保育実践力と体験を通した知識は、自信と
なり、学修意欲も大いに喚起される可能性があろう。又、実習で挫折感を味わい、保育の職場
に不信感を持つ実習生も大いに減少するであろう。幼稚園教諭や保育士となる上で、自分なり
の保育観、保育スタイル構築への手掛かりともなるであろう。意欲と力量を兼ね備えた学生が
増えれば、学生・実習園・養成校の三者が互いに信頼関係を深め合い、地域の幼児教育環境充
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授業と実習の相乗効果を目指して
実に大いに貢献することが出来ると思われるのである。実習と授業との相乗効果を目指して研
究することは、授業者・学生・保育現場の教職員三者それぞれの立場や考え方、現状の相互理
解が必要である。実習現場と連携して相乗効果が得られる授業を再検討していくことは安易に
相手の立場やロジックに迎合することではなくそれぞれの立場で理想を明確に持ち乍ら他者の
考えも理解し、新たに止揚的発想で保育を整えることでもある。
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